
　

12
月
23
日
の
本
会
議
で
行
わ
れ
た
各

常
任
委
員
長
報
告
の
要
旨
で
す
。

●
財
務
部
長
総
括
説
明
関
係
部
分

　

こ
れ
ま
で
の
事
業
見
直
し
に
よ

り
、
市
民
に
痛
み
を
押
し
付
け
た

の
は
市
長
や
副
市
長
の
責
任
と
す

る
な
ら
ば
、
俸
給
の
減
額
に
と
ど
ま
ら

ず
、
事
業
の
見
直
し
や
復
活
を
求
め
る
。

　

集
中
改
革
プ
ラ
ン
（
素
案
）
に
つ
い

て
説
明
会
を
行
い
、
市
民
の
意
見
を
積

極
的
に
聞
く
こ
と
を
求
め
る
。

●
新
潟
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

特
別
職
の
職
員
の
給
与
の
減
額
を
提

案
す
る
際
は
、
一
般
職
員
の
給
与
に
批

判
の
矛
先
が
向
か
な
い
よ
う
留
意
す
べ

き
で
あ
る
。

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
議
案

全
般

　

市
が
管
理
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
施

設
は
な
い
か
な
ど
、
指
定
管
理
者
制
度

の
在
り
方
の
再
検
討
を
求
め
る
。
指
定

管
理
者
が
固
定
化
す
る
こ
と
で
運
営
が

膠こ
う
ち
ゃ
く着

し
な
い
よ
う
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

●
令
和
元
年
度
新
潟
市
一
般
会
計

補
正
予
算
関
係
部
分

　

ア
ー
ト
・
ミ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
パ

ン
開
催
事
業
に
つ
い
て
、
来
場
者

が
年
々
増
え
て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

本
市
の
魅
力
を
市
内
外
に
発
信
し
、
新

規
来
場
者
の
増
加
へ
一
層
の
努
力
を
求

め
る
。
毎
年
開
催
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

当
初
予
算
に
組
み
込
む
べ
き
で
あ
る
。

　

高
等
学
校
空
調
設
備
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
明
鏡
高
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
併
せ
、
万
代
高
校
お
よ
び
高
志
中
等

教
育
学
校
の
保
護
者
が
負
担
し
て
い
る

エ
ア
コ
ン
の
リ
ー
ス
料
も
市
の
負
担
と

総 務文教経済

　

９
月
定
例
会
で
継
続
審
査
と
し
た
平

成
30
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
７
特
別
会

計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
議
案
は
多

数
を
も
っ
て
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
、
12
月
３
日
の
本
会
議
で
委
員
長
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
報
告
し
た
本
決
算

の
意
見
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

●
財
政
運
営

　

平
成
30
年
度
は
事
務
事
業
の
見
直
し

に
よ
り
、
政
令
市
移
行
後
初
め
て
収
支

均
衡
を
達
成
し
た
が
、
持
続
可
能
な
財

政
運
営
に
は
程
遠
い
。
今
後
、
社
会
保

障
費
の
増
大
や
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理

へ
の
備
え
が
必
要
と
な
り
、
将
来
負
担

比
率
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
る
。
集
中
改

革
プ
ラ
ン
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
担

当
部
局
が
状
況
を
注
視
し
、
必
要
に
応

じ
て
見
直
す
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　

収
支
均
衡
の
達
成
は
、
少
雪
に
よ
る

除
排
雪
経
費
の
大
幅
減
な
ど
不
確
定
要

素
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
く
、
全
事
務

事
業
点
検
を
実
施
し
、
市
民
生
活
に
大

き
な
影
響
と
痛
み
を
与
え
た
中
で
達
成

し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
市

民
に
対
し
て
反
省
や
お
わ
び
の
一
言
も

な
く
、
今
後
市
民
に
寄
り
添
っ
て
財
政

運
営
を
行
っ
て
い
く
意
思
が
あ
る
の
か

疑
問
で
あ
る
。
ま
た
収
支
均
衡
に
過
度

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
に
よ
る
デ
フ
レ
マ

イ
ン
ド
に
陥
る
こ
と
へ
の
影
響
に
も
十

分
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　

主
要
３
基
金
の
残
高
は
、
昨
今
多
発

す
る
自
然
災
害
に
対
す
る
備
え
と
し
て

は
不
十
分
で
あ
る
。
今
後
も
不
測
の
事

態
に
対
応
で
き
る
よ
う
基
金
残
高
の
確

保
に
努
め
る
よ
う
求
め
る
。

　

人
口
減
少
に
伴
い
税
収
が
逓
減
し
て

い
く
中
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

す
る
こ
と
を
評
価
す
る
。
今
後
も
保
護

者
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
む
よ
う
望
む
。

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
議
案

全
般

　

施
設
に
合
う
評
価
項
目
を
検
討
し
、

非
公
募
に
よ
る
選
定
の
場
合
は
資
料
に

理
由
を
明
記
す
る
よ
う
望
む
。
官
民
連

携
に
よ
り
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
最
適
化
を

促
進
す
る
よ
う
求
め
る
。

●
新
潟
市
無
料
低
額
宿
泊
所
の
設

備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条

例
の
制
定

　

違
法
行
為
に
対
し
、
し
っ
か
り

と
指
導
監
督
や
改
善
命
令
を
行
え
る
体

制
を
整
え
る
よ
う
求
め
る
。

●
新
潟
市
立
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
改
正

　

子
ど
も
の
発
達
支
援
や
家
族
支
援
、

関
係
機
関
と
の
連
携
に
、
よ
り
一
層
取

り
組
む
よ
う
望
む
。

●
新
潟
市
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

　

閉
鎖
予
定
の
４
施
設
に
つ
い
て
、
利

用
者
が
不
安
に
な
ら
な
い
よ
う
丁
寧
な

対
応
と
最
大
限
の
配
慮
を
望
む
。

●
新
潟
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改

正
　

改
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
悪
質

な
滞
納
者
に
は
し
っ
か
り
と
対
処

す
る
よ
う
要
望
す
る
。
市
営
住
宅
ス

ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
を
図
り
、
さ
ら
な

る
家
賃
な
ど
の
滞
納
に
つ
な
が
ら
な
い

よ
う
適
切
に
取
り
組
む
こ
と
を
望
む
。

●
信
濃
バ
レ
ー
親
水
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
広
場
の
管
理
に
係
る
指
定
管
理
者
の

指
定

　

応
募
が
一
者
の
み
で
競
争
性
が
失
わ

れ
て
い
る
。
公
の
施
設
は
自
治
体
が
住

民
福
祉
の
た
め
に
設
け
て
い
る
も
の
で
、

営
利
企
業
に
よ
る
指
定
管
理
は
ふ
さ
わ

し
く
な
い
。

市民厚生環境建設

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　

橋
本　

京
子
さ
ん　

齋
藤　
　

誓
さ
ん

グ
な
ど
、
新
た
な
財
源
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
は
重
要
で
あ
り
、
他
の
自
治

体
の
事
例
を
研
究
し
な
が
ら
大
い
に
取

り
組
む
よ
う
望
む
。

●
大
型
事
業

　

本
市
の
拠
点
化
に
資
す
る
大
型
投
資

が
も
う
少
し
で
具
現
化
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
市
民
に
そ
の
効
果
を
還
元
で
き

る
よ
う
知
恵
を
絞
り
、
中
途
半
端
な
形

で
終
わ
る
こ
と
な
く
前
に
進
め
る
こ
と

を
望
む
。

　

一
方
、
大
型
事
業
を
聖
域
と
し
て
き

た
ゆ
が
み
が
あ
る
。
市
民
の
命
と
健
康

を
守
る
こ
と
や
な
り
わ
い
経
済
の
底
上

げ
こ
そ
、
選
択
と
集
中
の
中
心
に
据
え

る
べ
き
で
あ
る
。

　

万
代
島
ル
ー
ト
線
は
事
業
の
在
り
方

を
国
と
協
議
し
、
見
直
し
て
余
っ
た
分

で
地
元
に
仕
事
を
つ
く
る
地
域
密
着
型

公
共
事
業
に
回
し
、
地
域
経
済
を
応
援

す
べ
き
で
あ
る
。

●
産
業
・
雇
用
政
策

　

20
代
前
半
の
人
口
流
出
に
歯
止
め
が

か
か
っ
て
い
な
い
た
め
、
受
け
皿
と
な

る
雇
用
の
場
の
創
出
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
県
な
ど
と
連
携
し
、
若
者
が
魅

力
を
持
ち
、
活
躍
で
き
る
よ
う
な
企
業

誘
致
を
全
力
で
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、

都
市
間
競
争
に
負
け
な
い
よ
う
補
助
制

度
の
充
実
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

●
観
光
誘
客

　

優
れ
た
食
文
化
、
豊
か
な
自
然
な
ど

を
も
っ
と
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
求
め
る
。

●
農
業
施
策

　

高
収
益
な
園
芸
作
物
導
入
に
よ
る
大

規
模
な
産
地
化
を
目
指
す
取
り
組
み
に

対
し
て
、
新
た
に
支
援
を
行
っ
た
こ
と

を
評
価
す
る
。
今
後
も
農
業
に
魅
力
を

感
じ
る
新
規
就
農
者
が
増
え
る
施
策
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
家
族
農
業
者
の

声
も
幅
広
く
聞
き
、
も
う
か
る
農
業
の

実
現
に
取
り
組
む
よ
う
求
め
る
。

常
任
委
員
長
報
告
の
要
旨

決
算
特
別
委
員
会
審
査
結
果

人

事

案

件

　

二
瓶
富
美
子
さ
ん　

牧
野　

純
子
さ
ん

　

渡
辺
美
弥
子
さ
ん　

眞
島　

潤
子
さ
ん

　

津
野　
　

香
さ
ん　

田
邊
と
も
子
さ
ん

　

川
上　

裕
子
さ
ん

■中国・青島市（10月30日～11月２日）

　佐藤豊美議長をはじめとする議員８人が、本市議会と
友好交流の覚書を交わしている中国・青島市人民代表大
会常務委員会（議会）を表敬訪問しました。
　宋遠方主任（議長）からは、両議会の友好交流10年の成
果と、今後両市の多岐の分野にわたる交流拡大などについ
て期待が示されました。佐藤議長からは、食文化を活用し
た観光交流、新潟の米や酒の輸出拡大、航空路開設などへ
の支援・協力についてお願いし、意見交換を行いました。
　また、青島港のコンテナやクルーズ船のターミナルな
どを視察した他、日本国総領事館や日系企業を訪問し、
現地の経済情勢などについて伺いました。
　本市と青島市とは東ア
ジア文化都市2015によ
る交流が続いており、市
民交流、民間交流のさら
なる発展につなげていき
たいと考えています。

■両川中学校（11月20日）

　市議会では、主に中学生・高校生を対象に、学校が実
施する主権者教育に協力する取り組みを行っており、未
来の有権者が選挙・地方自治制度への理解を深め、自分
たちの住む地域社会の諸課題を見いだし、解決に向け自
ら参画しようとする意欲の醸成を推進しています。
　11月20日に議員９人が両川中学校（江南区）を訪
れ、３年生約20人と共に「交通事故多発地点の対策」
についての模擬市議会をロールプレイング方式で行い、
合意形成や意思決定についての学びを支援しました。
　参加した生徒からは「市議会や議員の仕事について興
味を持つことができた」「地域の問題について意見をま
とめたり、アイデアを出
したりする大変さがよく
分かった」などの感想が
ありました。
　市議会は、今後も積極
的に主権者教育に協力し
ていきます。

市議会と近隣諸国との交流 主権者教育推進への取り組み

青島市人民代表大会常務委員会表敬 模擬市議会の様子

にいがた市議会だより5 令和２年（2020年）２月２日
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